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要旨

非漢字圏の漢字教育を効率的に推進するには、漢字字体や漢字字書使用に関わる問

題などを解決する必要がある。本研究は、漢字をスタンダード化することによって、

日本語学習者自身が漢字を体系付けながら習得できる方法を提案する。
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１ 漢字スタンダードの現状

非漢字圏日本語学習者にとって漢字学習こそが最大の困難である（ヴォロビヨワ

2009A）。非漢字圏の漢字教育を効率的に推進するには、漢字字体や漢字字書使用に関

わる問題などを解決する必要がある。既存の漢字スタンダードは二つのグループに分

けることができる。

1.1 教育用のスタンダード

現在日本における漢字字体のスタンダードは「常用漢字表」、「人名用漢字」など

に記載されている通用字体である。そのほか「学習漢字（『小学校学習指導要領』付

録、『学年別漢字配当表』など）」や「日本語能力試験」の漢字の群が決まっている。

1.2 情報処理用のスタンダード

コンピューター時代が始まって、コンピューターで漢字を扱うために漢字とその書

記素、部首の分類、コード化が行われて情報交換用の漢字スタンダードが構築された。

現在のコンピューターは 12156字の JIS 漢字、あるいは 20000字以上の The Unicode
Standard 5.2 (これから Unicode 5.2)の漢字を処理できる (Lunde 1999)。

2 漢字スタンダード化の課題

本研究は、効果的な漢字教育の要素である漢字のスタンダード化をすることによっ

て、日本語学習者自身が漢字を体系付けながら習得できる方法を提案する。

2.1 書記素のスタンダード化

ヴォロビヨワ（2007，2008）は，漢字の書記素の種類、そのコード化、使用頻度に
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ついて発表した。

2.1.1 書記素の分類とコード化

先行研究を概観したところ、常用漢字をカバーする書記素の種類は研究者によって

違うことが明らかになった。その数は 16個から 41個まである。例えば （Wieger 1965）
では 17種類、（Fazzioli 1987）では 24種類、（下村 1987）では 24種類、Unicode 4.1
では 16種類（2005 年 3月から）、Unicode 5.1（2008年 4月から）と Unicode 5.2（2009

年 10月から）では 36種類を扱っている。

研究の結果、常用漢字をカバーするためには 24種類の書記素で必要十分であるこ

とが明らかになった（ヴォロビヨワ 2008）。それぞれの書記素にローマ字の形と結び

つけて、Aから Zと名前をつけた（表 1）。そのコードにもとづき、漢字の筆順をアル

ファベッと・コードで表すこともでき、コード化された常用漢字のデータベースを構

築し、コンピューターソフトを利用して、分析もでき、アルファベット・コード索引

も構築できた。

表 1．24種類の漢字の書記素とそのアルファベット・コード(ABC-code)

2.1.2 Unicode 5.2 の書記素の種類について

Unicode 5.2 が含めた 36種類の書記素と著者が扱う 24種類の書記素の比較的分析

は表 2で提示してある。常用漢字で使用されていない Unicode 5.2 の 2種類の書記素

「 」と「 」は表 2に入っていない。そして「 」も実際に 2つの種類の書記素（表

1の F と J）で表すことができるので、それも表 2に入れていない。Unicode 5.2 に入

っていない一種類の書記素「'」(S)を加えた。そして Unicode 5.2 の 9種類の書記素は

他の書記素との違いは微妙なので、それと同じ種類にした（表 2）。書記素を表すため

には Code 2000 というフォントを使用した。Chinese code というのは中国で利用して

いる書記素の形を表すコードである。Unicode 5.2 の書記素の種類の分析によると常

用漢字をカバーするのに表１に入っている 24種類の書記素は充分である。



著者が扱う書記素 形が微妙に違う Unicode 5.2 の書記素

Unicode Chinese code Stroke ABC code Unicode Chinese code Stroke

31d0 H A

31c2 XG D 31c3 BXG

31d7 SZ E 31c4 SW

31da SG J 31c1 WG

31cb HZZP M 31ce HZZZ

31c9 SZWG N 31de SZZ

31cf N O 31dd TN

31d3 SP P 31e2 PG

31c8 HZWG R 31ca HZT

R 31cd HZW

R 31c5 HZZ

S 3190

表 2. Unicode 5.2 の書記素の 36種類と著者が扱う書記素の 24種類の比較の例

2.1.3 筆順の規則のスタンダード化

漢字を教えるとき筆順も教える。教科書や辞書では筆順の規則をたいてい例で説明

する。しかし規則の例外もある。そして著者によって同じ漢字の筆順は違うこともあ

る。つまり統一した筆順のスタンダードは決まっていないと言えよう。アルファベッ

と・コードで漢字の筆順を表して、コンパクトに書くことができ、また簡単に筆順の

テストを作ることができる。筆順を統一化し、漢字の筆順のスタンダードの作成は必

要だと思う。



2.2 構成要素のスタンダード化

漢字教育法には漢字を覚えやすくするために、連想記憶法を使う教え方がある。連

想記憶法は漢字の構造分解と構成要素の定義と一体不可分である。連想記憶法におい

て、漢字の成り立ちのストーリーを効果的に使うには、先に構成要素、簡単な漢字、

後で合体文字を教えるほうが望ましいと考えた。そのためには構成要素の種類のスタ

ンダード化は欠かせないことになる。そして知らない漢字を文章に入れるためにその

構成要素を扱う日本語のワードプロセッサー、例えば NJStar、JWP、JARDICなどを使

うとき漢字の構成要素の知識は必要である。

2.2.1 構成要素の分類とコード化

漢字の構造分解と構成要素の分析に基づく教え方によると最少意味単位(構成要素、

grapheme, primitive, element, component,部品、原子など)を抽出し、先に覚える。それ

から知らない合体文字の構成要素分析をし、構成要素の意味を合わせ、意味取りがで

きる（表 4）。著者は漢字の構造分解と分析を行い、構成要素のシステムの案を作成し

た (Zhivoglyadov＆Vorobyov＆Vorobyova 2001)。常用漢字をカバーする構成要素数は

335個で、その中に部首は 199個と部首ではないグラフィウムは 136個ある。グラフ

ィウムの意味は主に(Wieger 1965)、(Heisig 2001)に従って付けた（表 5）。表 4に提示

した他の研究者のシステムと違い、著者は部首を最少意味単位として特別に扱ってい

る。部首の形は複雑でも、部首を分解せずにそのまま構成要素として使っている。

表 4．漢字の構成要素のシステム

グラフィウム 意味 グラフィウム 意味

丁 block 乂 arm
dirty 乃 spectacular
slingshot 丩 join
key cornstalk
fencepost 于 expanse

表 5．常用漢字をカバーする 136個のグラフィウムの表の部分

著者 年 構成要素数 名前
カバーする

漢字数（字）

L. Wieger (Wieger 1965) 1915 224 primitive 1798
A. Foerster, N. Tamura
(Foerster 1994)

1992 474 grapheme 1945

J. Heisig (Heisig 2001) 1997 229 primitive 2042
山田ボヒネック頼子

(山田ボヒネック 2007）
2005 280 原子 1945

著者 2008 335 部首とグラフィウム 1945



2.2.2 統一した部首システムの使用

（阿辻 2004）、（前田＆阿辻 2009）によると、紀元後 100 年に『説文解字』という

字典ができ、漢字は 540 の部首順で並べられた。1615 年に作られた『字彙』は 214

部首で漢字を扱い、部首を画数順に並べた初めての字典だった。それからずっとその

システムに従い、現在も同じ部首のシステムが使われている。Unicode 5.2 にはその

214 種類の部首の表は入っていて、漢字は 214 の部首順で並べられている。しかし、

違う部首のシステムを作る著者もいる。例えば、(長澤 1974)の部首索引では「人、入」

や「土、士」は同じ部首として、「刀、刂」や「人、亻」は別の部首として扱われて

いる。でも統一のために既存の 214個の部首のシステムを守るべきだと思う。

2.3 漢字の掲出順序の合理化

漢字学習の目標によって漢字の選択や掲出順序は違う。一般に使用されている漢字

教材の漢字の掲出順序を分析した結果、複雑な漢字が簡単な漢字より早く出ること、

また合体文字がその構成要素である漢字より早く出ることは漢字教科書の問題点に

なっていると明らかになった（ヴォロビヨワ 2009A）。その場合学習者は構成要素の意

味が分からないので、連想記憶法は使いにくい。表 6では構成要素「口」を含めた『み

んなの日本語初級Ⅰ漢字』（西口 2000）の漢字の掲出順序の分析の例を提示する。

表 6．『みんなの日本語初級Ⅰ漢字』の漢字の掲出順序の分析の例

2.3.1 漢字の複雑さの評価

「簡単な漢字から複雑な漢字へ」教えるためには先に漢字の複雑さの判定基準を定

義する必要がある。（ヴォロビヨワ 2009A）では 2つの要素、構成要素数と書記素数が

漢字の複雑さを表す要素として定義されている。表 7では漢字の複雑さの評価の例を

提示する。

表 7．漢字の複雑さの評価の例

構成要素である漢字 掲出順序 合体文字 掲出順序 順序の差

口 163

員 30 133

古 67 96

右 87 76

名 150 13

漢字 構成要素 構成要素数 書記素数 複雑さによる順位

一 一

1

1  1

二 二 2  2

五 五 4  3

三 一、二 2 3  4

四 口、儿 5  5



2.3.2 漢字の使用頻度

学習漢字の掲出順序を決める場合は漢字の使用頻度も考慮に入れる必要があると

思う。本研究では漢字使用頻度表（横山ら 1998）を利用した。

2.3.3 合理的な掲出順序

「簡単な漢字から複雑な漢字へ」という原理は合理的な掲出順序の基礎であると思

う。漢字の複雑さと使用頻度を考慮に入れる必要がある。それに基づき、漢字の合理

適な掲出順序の判定基準を検討した（ヴォロビヨワ 2009A）。漢字の構成要素数、書記

素数、新聞での使用順位の属性情報を用いて漢字をソートし、常用漢字の合理的な掲

出順序を作った（表 8）。それをもとに勉強の目標に相応しい漢字の最適な掲出順序が

検討できる。

表 8．常用漢字の合理的な掲出順序（表の上の部分）

2.4 漢字字典の調べ方の効率化。新しいタイプの漢字索引。

（ヴォロビヨワ 2009B）では漢字索引の「選択係数」を定義し、それをもとに既存

のタイプの漢字索引の効率を比較・評価した。その結果、漢字の字体と構造に基づく

索引の選択性は 1.2～20.5％で低いと明らかになった（表 9）。

表 9. 既存の索引の選択係数

漢字 画数 構成要素の数 使用順位

一 1 1 2

十 2 1 3

二 2 1 4

人 2 1 5

八 2 1 39

索引のタイプ 選択係数（％）

総画索引 (Henshall 1988)
カタカナ字形分類索引（加納喜光 1998）

総画（書き出しパターン）索引（志村和久 1998）

書き出しパターン索引（加納喜光 1998）

四角号碼 (諸橋轍次 1984)

部首索引 (Henshall 1988)
筆順索引（若尾俊平 1989）

SKIP (Halpern 1988)
意味記号索引（加納喜光 1998）

1.2

2.6

6.0

6.1

10.2

10.3

10.7

15.4

20.5

★音訓索引 (Henshall 1988)
★Key Words and Primitive Meanings Index (Heisig 2001)

40.6

100.0



読みと意味に基づいた★印がついた索引の選択性は高くても、効果的に調べるため

には予め漢字の読み方か意味を覚える必要がある。漢字字典の調べ方をより効率的に

するために、非漢字系の学習者に相応しい選択性が高い新しいタイプの索引を開発し

た（表 10）。この新しいタイプの索引を使えば、漢字字典の調べ方をより効果的にで

きる、またその場合は、漢字の構造に対する学習者の理解が深くなり、機械的な覚

え方から解放されると期待できよう。上記の索引は教科書（ヴォロビヨワ 2007、ヴォ

ロビヨフ＆ヴォロビヨワ 2007）に入っている。

表 10. 新しいタイプの索引の選択係数

3 まとめ。

漢字のスタンダード化に貢献するために以下の 5点を検討した。

(1) 24種類の基本的な書記素、そのコード化、特別な筆順の書き方の案を出した。

(2) 常用漢字で部首以外使用されている構成要素（グラフィウム）を136個抽出した。

(3) 二つの要素、構成要素数と書記素数で漢字の複雑さを定義した。

(4) 「簡単な漢字から複雑な漢字へ」というように教えるためには漢字の複雑さと使

用頻度に基づき、漢字の合理的な掲出順序の判定基準を検討した。

(5) 漢字字書使用の合理化を目指し、漢字索引の効率の評価基準を考慮し、既存の 11

種類の漢字索引の選択性を比較した。そしてより効率的な新しいタイプの漢字索引を

構築した。

 漢字のスタンダード化は漢字教育の効率化にとって欠かせないことであって、それ

に力を入れる必要があると考えよう。
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